
-山の美しきにひかれて～

2010.1喜1….11日木)～ 2011.3(.6y(El)

本嬢では田淵行郡1品の芸術性に着HL展観Lます　自著｢私の山岳写真｣ (1964年､東京中日新聞出版局)のなかでEtj淵は､マチスの~モチーフは一度

か､さもなくば千度みるへきた｣,ログ/の｢独創はいらぬ､生命がいるのだ｣などの言葉を引用しながら､山の本質を直税｣､率直で､端軌二表現することの

重要性を説いています｡｢単なる描写に終わってはならない｣と･LJにいいきかせながら､シャンターを押す白汁の手に念を入れ押し続けるなかで,それはやがて

確論化され独白の表現技法として確立されてゆきまLた-EFl潤独特の構図や濃淡の配分､単純化､量感の表現などを代表作約30古から読み解きますこ

小笹純弥写真展　　　　　　　　　　　　　穂苅三寿雄写真展

｢花と根｣ ～水のコスモロジー～　　　　　～大正期から昭和初期の北アルプス～

?;A;Lil-il I'r･f ･
2010.ll.ll (木)-2011.1.30(日)　　2011.2.2(水)～2011.4.24(日)

第3回Bl淵行男賞写真作品公募のアサヒカメラ賞受即乍､小笹耗弥(1984～)　大正期に北アルプスの盟邦､槍ヶ岳に山小犀を建設した穂苅二寿雄(1891-1966)は

｢花と根　水のコスモロシ-｣を展示公開します｡水とまっすくに向き合い,水と氷　山岳写真家としてもパイオニア的存在でLた｡大正から昭和初期にかけて積雪期の北

の造形美を陳れた感覚でカメラに取り込み表現したモノクローム作品20.占です｡　7ルブスなどを組立暗箱で撮影したモノクローム作品約20古を紹介します｡

EZ q FZl tZl
わさび田キャンドルナイト
2010.12.22(水)

I 2月22日の冬至の夜に､館内の照明をライトタウンし､

[己念館周辺のワサビ日にキャンドルを点灯します｡

(隅館時間を午後8時まで延長します｡ )

協　力/i 00万人のキi7ンドルナイトLn安JL野実行委Ji会

ワークショップrクリスマスのベーパーオーナメント作り｣

2010.1 2.22(水)

Tの括Aなどをモチーフとした｢クリスマスのベーパーオーナメント作り｣ウ-クショップ｡是非親子連れ､ご書族でご乗鞍ください｡

姦カッターを使ったやや珊かい作♯です｡対k年■ JJL学校4年生以上

時　間/事l国　午後5時～.第2回　午後6時～､第3回　q=畿7時-

熊　師/rアトリエむう｣いとうよしこ

定Jt/各国1 2人(要入館料)戴事前のお申し込みはI lR23Ejから承ります｡(電話にてこ連絡ください｡TELO263 72-9964)
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小笹純弥
1984年､福岡県福岡市生まれ｡

2004-2005年,北海道教育大釧路校在学中にロシアカムチャツカ凶立大学に留学｡

2006年､釧路芸術館での写真展｢大地への想い｣で水越武氏と出会い､以後アシスタント

として撮影に同行するようになる｡その後､水と氷を中心とした撮影を始める｡

個展2010年4-5月､｢水の花､水の根｣(弟子屈)｡

2010年7月｢第3回田淵行男質写真作品公募｣アサヒカメラ賞受賞D

穂苅≡寿雄
1891(明治24)年､長野県松本市に生まれる｡少年時代から山に親しみ､美ヶ原や鉢伏山など

を歩く｡1907(明治40)年秋､初めて上高地･槍ヶ岳一帯の登山道の整備を機に､111小屋建設

を決意し､1917(大止6)年にアルプス旅館(2年後に槍沢小屋に改称)を開設｡白馬頂上小尾に

つづき､信州側の営業小屋第2号となった｡次いで1921(大止10)年に大槍小屋(規･ヒュッテ

大槍)､26年に槍ヶ岳肩ノ小屋(規･槍ヶ岳山荘)を建設o独学でち二真を学び､1921(大正10)年頃､松

本市内に｢はかり写真館｣を開業｡山岳写真はがき､登山記念の土産用写真を北アルプス各地

の山小屋に卸す｡大正後期から､自ら写真機を持って山岳'ST真を撮りはじめ､地の利を生かし

た秀作を数多く撮影､対象末期の積雪期の山岳写真など先駆的な業績を残したoまた槍ヶ

岳の開祖･播隆上人の研究をつづけ､ 1963(昭和38)年『槍玩開祖播隆』(私家版)を著す｡

1966(昭和41)年3月14日､長野県松本市で死去,享年75歳Cその後､描隆研究は長男の貞雄に引き継がれ､1982(昭和57)年､親子

共著による『槍ヶ岳開山播隆』 (大修館書店)が､97年には集大成の増補改訂版が刊行された｡

田淵行男

1905(明治38)年6月4日､鳥取県日野郡に生まれる｡1928(昭和3)年､東京高等師範学校博物

料(硯･筑波大学)を卒業し､同年に富山県内の中学校に教諭として赴任｡1930(昭和5)年､

教職につき､この頃から生徒を引率して北アルプスなどの登山に頻繁にでかけ､山岳写真

を撮りはじめる｡1943(昭和18)年､教職を辞し山岳映画社教育映画部に入社.1945(昭和20)

年､長野県南安曇郡西穂高村(硯･安曇野市穂高牧)に疎開し､同年から高山蝶の生態研究･

撮影に取り組む｡1951(昭和26)年､最初の写真集『田淵行男山岳写真傑作集』(朝日新聞社)を

刊行し､山岳写真家としての第1歩を印す｡1959(昭和34)牛､生態写真集『高山蝶』(朋文堂)杏

刊行､蝶類の生態研究書として内外から高く評価され､日本写真批評家協会特別賞を受賞

H　した｡1961(昭和36)年､南安曇郡豊科町(硯安曇野市豊科)に吊を移し､生涯同地に暮らすo
水越武　撮影　博物学や生物学の視点を持ち､人間と自然の共存の方法や､自然のあるべき姿を写真を通し

て問い続けたナチュラリスト田淵の仕事は､後のネイチャー･フォトを志す多くの写真家たちの指標となる｡日本写真協会作家賞

(1967年)､自然保護思想普及功労賞(76年)なと受賞多数｡1979(昭和54)年の長野県知事表彰(芸術部門)､84年の豊科町名誉町民

(硯･安曇野市名誉市民)第1号のほか､87年には長年の蝶研究の功績により日本鱗規学会より表彰を受ける｡1989(平成2)年5月30EJ

逝去｡享年83歳｡1990(平成2)年7月7日､旺=朋行男記念館が開館｡フイルム約72.000点や蝶の細密画約200点のほか､カメラや愛用の

品々などを収蔵･公開している｡

※上記の作離村介は｢作家解説｣(関次和7　編)『山を賓する写真家Jたち日本tl佃′与兵の系譜｣ 〔1990年､(財席lJも都歴史文化財臥東只郁写真美術KLj企画監帽〕､

F円.M行男記念館開館2()倒年記念第3回目l淵行男茶等禿作品公募J〔2010年､EEH郎丁男記念館開銀20倒年記念事業実行委員会編集　発行〕をもとに作成しました,

[開館時間] ′干荊9時-午後5時

(わさび=キャンドルナイト12n22日(求)は′｢後8時まで開館)

[入館料]大人300fll､小中予Jt200円　1月は安J野市民の方は入相料無料です｡
横川5日(求)かL,lj13Ou=｣)の臥定量軒TfJ比であれEf,#でも付渡でもk杓で二人鈍いたf=けます

(免引証なとttFTrが確認できるものをご碓′T.ください,1

栽巾卜小二在化する涌75歳m lの)1時T,者手帳携.黙考とその介護者1Y.はいつでもtk打です

[休館　日]月曜日(1月10日は開館).批Hの習Ll,127128Ll-1714u

※11月9日､1011は展7J7替え作業C)為､払特休鈍となります

[駐　車　場]車輔血料巌卓場あり

[交通丁段]長野自動中退豊科ICかL=)卓で北へ約5分

JR大糸線柏矢町駅かb東へ徒歩約20分タクン-で約5'Jj･

JR大糸線穂尚駅から'女真野周遊ハスで約20分｢安曇野の甲｣卜ik
(謹11:1､巡行H jJ)については'女丑野li】在月光協会TLL 0263-82-3133へ)

コ⊂田淵行男記念館
『 I- ,fE3L99~322061,7,冒?,5.1'雫A76xBiSi監禁5)027.8.1孟
コE: ,jR'E http //azumlnO-artllne net/tabu⊂hI/


